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1. はじめに 

ICT が進化と発展を遂げる現代において，携帯用端

末及び無線 LAN 環境の普及により，e-Learning やア

クティブ・ラーニングの可能性がますます広がってい

る。インターネット上には，数多くの「教材」が溢れ

るほど存在している。だが，「教材」とは単なる情報の

集積物ではないため，コンテンツの「質」が非常に重

要であり，「数」より「質」が e-Learning の成否を左

右する鍵の一つと言っても過言ではないだろう。 

良質なWeb教材は圧倒的に数が不足しており，学習

者のニーズに合致した教材を探すのは教師にとって困

難である。しかしながら，Web 教材作成には，通常，

プログラミングスキルが必要で難度が高い。 

そこで，ワープロ感覚でテンプレートを用いて高度

な機能を有するWeb教材が作成できるダイナミック
教材作成システムが開発された。         

当システムはWebOCMnextというLMS（学習管理シ

ステム）に搭載されており，e-Learning教育の喫緊の

課題である教材不足を解消し得るものである。 

本稿では日本語教材を例に，WebOCMnextとその中

核となるダイナミック教材作成システムについて論じ

る。具体的には音声関連機能，データ収集・集計機能

について取りあげる。 

 

2. WebOCMnextについて 

2.1 WebOCMnextの開発経緯 

コンピュータ支援環境で効果的な授業を実施するに

は，優れたマルチメディア教材が必要であるが，それ

を教師自ら作成しようと思えば負担が徒に増えるばか

りであり，教師が効果的な授業の実施に注力すること

が難しくなり，授業の成果も覚束ない，といった事態

が生じ得る。   

そこで，優良なマルチメディア教材を搭載可能な，

授業を支援するシステムソフトが必要となり，

WebOCMnextが開発された。それは，教師の負担を極

限にまで抑えるべく，とりわけコンピュータ関連の知

識の乏しい教師でも利用できるシステムにすること念

頭に置き，真にユーザーフレンドリーなWeb対応授業

支援システムを目指して開発されたものである。 

 

2.2 WebOCMnextの機能 

WebOCMnextとは一種のLMSであり，システムに

ログインした時点で，出欠の記録，テストの採点や集

計などがすべて自動化されているため，学習管理にお

ける教師の負担軽減が図れる。また，作成した教材の

学習履歴が，自動的に記録されるため，学習者の学習

進捗状況や教材に対する理解度などのデータをユニッ

ト毎に集計・分析可能となる。それにより，教師はそ

れらのデータを把握した上で，手厚い教育を実現する

ことが可能になる。 

 WebOCMnextの機能は多岐にわたるが，以下のとお

り，主に教師モード（表1），及びユーザーモード（表

2）に大別できる。 

 

 

表2 WebOCMnextの機能の一覧（ユーザー） 

ユーザーモード 

出欠履歴 
テスト一覧・ 

テスト結果 
総合成績 

ファイル管理 レポ―ト一覧 
授業資料のダウンロ

ード機能 

新世界（多機能

電子系掲示板） 

eラーニングメ

ニュー 
マルチメディア辞書 

表1 WebOCMnextの機能の一覧（教師） 

教師モード 

出席管理 
テスト管理・ 

テスト結果 
総合成績管理 

ファイル管理 レポ―ト管理 

授業資料の管

理・アップロード

機能 

ダイナミック教

材作成システム 
お知らせ機能 

新世界（多機能電

子系掲示板） 

eラーニングメ

ニュー（管理） 

マルチメディア辞

書 

自己弱点克服シ

ステム 

音声認識結果・音

声録音結果 

受講スケジュール

カレンダー機能 

教材一覧管理・教

材集計管理 
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自己弱点克服シ

ステム 

音声認識結果・音

声録音結果 

受講スケジュールカ

レンダー機能 

教材一覧・教材

集計 
  

 

2.3 WebOCMnextの動作環境 

WebOCMnextは，ウェブのアプリケーションであり，

その必要動作環境はサーバー側（表3）とクライアント 

側（表4）に分けられる。 

 

表3 WebOCMnextの動作環境 

サーバーの動作環境 

● オペレーティングシステム 

Microsoft Windows Server 2008 (32bit/64Bit)日本語

版 

Microsoft Windows Server 2008 R2 日本語版 

Microsoft Windows Server 2012 (32bit/64Bit)日本語

版 

Microsoft Windows Server 2012  R2 日本語版  
 

● データベース管理システム 

Microsoft SQL Server 2008 (32bit/64Bit) 

Microsoft SQL Server 2008 Express Edition 

(32bit/64Bit)  

Microsoft SQL Server 2008 R2 

Microsoft SQL Server 2008 R2 Express Edition 

Microsoft SQL Server 2012 

Microsoft SQL Server 2012 Express Edition 

Microsoft SQL Server 2014 

Microsoft SQL Server 2014 Express Edition 

 

● Webアプリケーションシステム 

インターネットインフォメーションサービス(IIS) 7.0 

インターネットインフォメーションサービス(IIS) 7.5 

インターネットインフォメーション サービス(IIS) 8.0 

インターネットインフォメーション サービス(IIS) 8.5 

 

 

 

3. ダイナミック教材作成システム 

3.1 ダイナミック教材作成システムの特徴 

WebOCMnext の中核となるダイナミック教材作成

システムでは，簡単な操作で高機能の教材を作成する

ことができる。教材をワープロ感覚のインターフェイ

スで簡単に編集・改変でき，複写や移動も自在に行え

る。また，一度作成した教材は再利用，再編集可能な

他，ワンクリックで，利用者間で共有することができ

る。つまり，ダイナミック教材作成システムによって

作成した教材は，自在に編集・共有可能な増殖型教材

になる。また，複数の教材を一元化管理することによ

り，教材の他に，普通のテストと併せて，成績への重

み付けも可能である。  

 

3.2 可視化XML編集用エディター（IPEditor） 

大量のデータを扱う際に使うプログラム言語として，

ダイナミック教材作成システムでは， HTML でなく

XMLを用いる。XMLでページを作成し，それが随時，

HTMLのページに変換される。すなわち，可視化XML

編集用エディター（IPEditor）を使用すれば，XMLを

自動的にHTMLに変換できるため，XMLについての

知識がない場合も多い文系教師でも，容易にXML言語

に基づいた教材を作成することができる。データはツ

リー化した階層構造になっており，そのツリーにぶら

下がる要素の1つを「ノード」と呼ぶ（図1）。 

一般的に親しまれている Microsoft 社製の Office 

アプリに似たインターフェイス（図2）であるため，多

くの人にとって手軽に教材を作成することが可能にな

ると考えられる。教材内のヒント情報を隠す，あるい

は，見せるようアクションを付与することも可能であ

る。また，音声や画像，動画のアップロードはもちろ

ん，動画の開始時間や終了時間も手軽に指定できる。

その場合，教師は煩雑な動画の分割作業を省ける。 

 

 
図1可視化XML編集用エディター（IPEditor） 

 

 
図2 ワープロ感覚で編集できるエディター 

表4 WebOCMnextの動作環境 

クライアントの動作環境 

●オペレーティングシステム 

Microsoft Windows 7  Microsoft Windows 8.1  

Microsoft Windows 10  Mac OS X 10.9 Mavericks 

～10.12 Sierra 

 

●ブラウザ 

・Windows：  Internet Explorer 10.0  Internet 

Explorer 11.0  Microsoft Edge  Google Chrome  

・Mac OS X:   Google Chrome 

 

ツリー構造 
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3.3 音声認識機能 

音声認識機能とは，HTML5 のAPI「Web Speech」

と「Web Audio」を活用したものである。クライアン

ト環境としては，Google Chromeのブラウザを使用す

ることや，録音ディバイス（マイク）が接続されてい

ることが必要である。学習者に，指定した単語や文章

を読み上げさせ，音声認識システムによって発音した

内容を文字テキストに変換する。正解となる文字列と

変換された文字列の適合率によって，◎, ○, △, ×（得点

付）で自動的に評価が行われる。ここで，日本語教材

を例にすれば，教師が「はい，お電話ありがとうござ

います。」というフレーズを指定し，学習者に読み上げ

させる（最大 10 回までチャレンジ可能）。音声認識シ

ステムはその音声を文字テキストに変換する。正解と

なる文字列 15文字と変換された文字列 15文字がすべ

て一致しているため，採点結果の 100 点（◎）が画面

上に表示されている（図 3）。音声認識機能を活用する

ことにより，学習者の発話意欲の向上を促すことがで

きる。 

 

 
図3 音声認識機能 

 

3.4 音声録音機能 

音声録音機能を使うためには，Google Chromeのブ

ラウザを使用することや，録音ディバイス（マイク）

が接続されていることの他に，WebOCMnextのアプリ

ケーションが通信可能なサーバーに導入されているこ
とが必要である。学習者に，指定した単語や文章を読

み上げさせ，音声を教師に送信させる。その操作によ

り，音声録音システムが音声を音声ファイルに変換し

てデータベースに保存する。保存された音声ファイル

に対して，教師がフィードバックを与える。 

ここで，日本語教材を例にすれば，学習者はまず，

スピーカーアイコンをクリックし，模範のサンプルフ

レーズを聞いてから，“record”（録音）」を押し，それ

を真似して発音した音声を録音する（図 4）。フレーズ

の長さやサーバー回線速度により，録音内容の音声フ

ァイルが数秒後に自動的に形成される。 

学習者は複数の音声ファイルから，最も気に入った

音声を教師に送ることができ，教師は，サーバーにア

ップされた音声をWebOCMnextの音声関連結果画面

で確認し，評点やコメントをつけることができる。

音声録音機能を活用することにより，外国語学習時の

発音の矯正に役立つと考えられる。 

 

 
図4 音声録音機能 

 

声認識機能及び音声録音機能は，LMS上の学習支援

メニューにて音声関連機能としてまとめられ，そこか

ら学習者の発音の記録や録音の記録を一括で確認する

ことができる。学習者が発音練習をしたユニット・フ

レーズ，及びそれに対するシステムからの評価の記録

が一覧になっている（図5）。 

 

 
図5 音声認識機能の記録一覧 
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音声録音機能においては，教師はスピーカーのア

イコンをクリックするだけで，学習者の録音したフ 

レーズを聞くことができる。さらに，“Edit”という

ボタンで，学習者の音声ファイルに評点・コメント

を付けることができる（図 6）。学習者は即時的に，

教師からのフィードバックを見ることができる。 

 

 
図6 音声録音機能の記録一覧 

 

3.5 学習進捗状況の自動集計機能 

ダイナミック教材作成システムで作成された教材を

学習者が学習した場合，各学習者の学習進捗状況（未

学習，学習終了，学習継続）をユニット毎に，自動的

に判定・集計することが可能である。教師，学習者と

もに，容易に学習の進捗管理ができるようになる。（図

7）。 

 

 
図7 学習進捗状況の自動集計機能 

 

3.6 教材の自動集計機能 

学習者の教材に対する理解度などのデータをユニッ

ト毎に自動的に集計・分析可能であるため，教師はデ

ータに基づき，手厚い指導をすることが可能になる（図

8）。 

 

 
図8 教材の自動集計機能 

 

4. 練習問題・テストの作成機能 

ダイナミック教材作成システムは，教材だけではな

く，普通の練習問題やテストを作成することもできる。

練習問題やテスト結果（練習問題毎・テスト毎，クラ

ス全体，個人の平均点）は，自動的にシステムに記録・

集計されるため，教師による採点は不要である。学習

者側も練習問題・テスト結果を即時確認可能であるた

め，理解が不十分な学習内容に絞って，再度学習し直

すことができる。それは習熟度の向上に繋がっていく

と考えられる（図9）。 

 

 
図9 テストの自動採点・自動集計機能 

 

5. おわりに 

 WebOCMnextには，従来のLMSの機能以外に，ワ

ープロ感覚で簡単に教材作成できるダイナミック教材

作成機能が搭載されている。ダイナミック教材とは，

学習者の学習行動に何らかのフィードバック（例えば，

ヒントや自動採点・自動進捗の集計など）が即時に提

供できる教材である。WebOCMnextは，そのような高

度なWeb教材を容易に作成可能にするものである。ま

た，音声関連の機能も搭載されており，一般の教科の

教材のみならず，発音練習を行う外国語学習の教材ま

で幅広く活用することができる。そして，学習記録の

データが細かく集計され蓄積されるため，教師から学

習者に助言を行う際に参考資料として利用できる。以

上から，ダイナミック教材作成システム，及びそれを

搭載したWebOCMnextにより，オーダーメイドと言

えるような手厚い教育が実現できると考えられる。 
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